
商品サポーターズグループ   
９月定例会報告  

・手浴  
 ・アロマテラピーの知識（取り扱い／香りの伝達経路）                                                       

・国産精油の印象   ・ラベンダー精油のイメージ 
  ・ホームケアの実践報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手浴は簡単にできるリラックス法です。今回私たちが行なった方法は以下の

とおりです。最近疲れてるな～と感じたら、ぜひ実践してみて下さい。 
材料：蜂蜜、クレイ、牛乳、お好みの精油 
方法：①洗面器に熱め（４２℃くらい）のお湯を張る。 
   ②お好みの精油（３滴以下）を牛乳・蜂蜜・クレイの 

いずれかで希釈する。 
   ③希釈したオイルを①のお湯に入れて、かき混ぜる。 
   ④手首までお湯に浸かって５～１０分ほど香りを楽しむ。 

『 手 を 浸 し て い る だ け な の に 、 じ ん わ り 体 が 暖 か く な り 、 と て も 不 思議でした。 

香りによって だらーっとまどろむのと なんとなくぴーんと目が覚めるような暖かさがあり、

比 較 し て み る と  こ ん な に も 違 う も の な の だ と 感 心 し て し ま い ま し た 。 』   

＜三木小百合＞ 

『ある臭いを嗅いだときに、なんともいえず不快感を覚えたり、幸福感を思い出した

りするのはあの臭い（香り）の分子が鼻から脳へと伝わった時、知的活動をつか

さどる大脳新皮質ではなく、本能をつかさどっている大脳辺縁系へと直接伝わっ

ているためだということが分りました。だから、ある意味で香りに対して心や身

体は正直な反応しかできなのではないかと感じました。手を入れただけでも身体

全体が暖かくなるような感じで、いつまでもそれが続いていました。また、香り

がやわらかに入ってくるので、単に香りを嗅ぐよりも、身体全体に行き渡るよう

な感じで、ちょっとリフレッシュしたいときや集中したいときなどにいいかもし

れないと思いました。手浴のみでも、十分気持ちが落ち着けた気がしました。』 

＜横井佐智子＞ 

『手を浸していると、精油の香りと暖かさに心身共にリラックスできました。子供が風邪の時

や 緊 張 を ほ ぐ し た い 時 な ど に 大 変 良 い と 思 い ま す 。 』  
＜深沢良美＞ 
『アロマテラピー初心者の私にとって、手浴はまったくの未知の体験。おそるおそる精油を希

釈し､おっかなびっくりお湯に混ぜ、心の中で大丈夫かなと思いながら手を入れました。手を

入れた瞬間ユーカリの香りが広がり､手の先から温まってきました。お湯から手を上げた後

も、すべすべ＆香りが長持ちしてちょっとした貴族の気分を味わいました。幸せな時間でし

た 。 』＜秋山由香＞ 

 

 

さて、初の試み。出席のメンバー９名で試香紙につけた国産のラベンダーの香りを味わ

い、そのイメージの程度を1２種類の感性を数値化したシートに記入してみました。 

 感性を項目にするなんて！とのご意見もあるでしょうが、意外なおもしろい結果が出てき

ました。 この定例会には、嬉しいことに この精油を作るため、様々研究や製品の企画を

されているお二人（こころさん、村上さん）も加わって、このテイスティングにも快く協力頂

いてます。  

 両極のイメージを＋２～－２に数値化し、それぞれの感性、直感などで判断してもしまし

た。ここでは、データを１つご紹介します。 

  暖める＋２（0人）、＋１（２人）、０（１人）、－０、５（１人）、－１（５人）、－２（０人）冷やす 

同じ精油でも、これだけ受け止め方に違いがあります。興味のある方、試してみたい方、

どうぞ気軽に連絡してくださいね。 
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保管の注意 
☆子供やペットの手の届かないところに保管すること。 

☆高温多湿を嫌うので、キャップをしっかり閉め、冷暗所に保管すること。 

☆可燃性なので火気に注意すること。 

☆開封後は１年をめどにする。柑橘系の精油は半年をめどにする。 

 

取り扱いの注意  
★原液のままで皮膚に直接触れるような使い方をしない。かならず、植物油などで０，５％～１％

濃度に希釈する。（一日の使用量は、トリートメントに使用する場合、５滴程度まで。） 

※例外としてラベンダー、ティートリーは、１滴綿棒につけて、スポット的に使用する場合もある。 

★子供は、大人の半分以下の濃度にする。（３歳以下の乳幼児には使用を避ける。） 

★目に入らないように特に注意する。入った場合は、良く洗い流して、必要があれば医師の診察を

受けること。 

★妊産婦、慢性病、アレルギーのある方は専門家に相談してから使用。 

★長期連用はしないこと。 

★誤って飲んだ場合は、医師の指導を受ける。 

  または、中毒１１０番で指示を受ける。０ ９ ９ ０ － ５ － ２ ９ ８ ９ ９ （ ９ 時 ～ １ ７ 時 ）  

                         時 間 外 は ０ ９ ９ ０ － ５ － ０ ２ ４ ９ ９  

          （参考； 日本アロマテラピー協会資料、マザープランツ資料） 

 

あなたの精油・香り体験談募集します！！  
商品開発改善推進事務局 秋山宛  

お名前：       （記載：可・不可） 組合員番号：      

                                 

                                 

                                 

Ｖ ｏ ｌ １ で お 知 ら せ し た 長 野 駒 ヶ 根 産 の 精 油 で す 。  

流行る気持ちで そっと蓋を開けてみる。途端に青さと柔らか

さが混じった香りが漂う。香りの方からこちらに寄り添い、様々

な投げ掛けをくれたことに驚きと喜びが。非常に空間の広がり

を 感 じ る 精 油 で す 。 〈関戸有美〉 

 皆さんの体験した精油の印象、感想もぜひお知らせ下さい。 

 

真
正
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
精
油
を
オ
イ
ル
に
混
ぜ
て
、

両
手
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
暖
め
て
か
ら
子
供
の
足

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ
ま
し
た
。 

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
は
「ち
く
し
ょ
う
！
」

と
何
度
も
言
い
な
が
ら
涙
ぐ
ん
て
い
た
長
男
。
原

因
を
聞
い
て
も
「
う
る
さ
い
！
」
と
言
う
ば
か
り
で

取
り
付
く
島
が
あ
り
ま
せ
ん
。
友
達
と
喧
嘩
を
し

て
、
そ
の
悔
し
さ
に
八
当
た
り
し
て
い
る
と
は
思
い

ま
し
た
が
、
小
学
６
年
生
に
も
な
る
と
、
今
ま
で
の

よ
う
に
直
に
カ
ラ
ッ
と
忘
れ
て
し
ま
う
訳
に
は
い

か
な
い
様
で
感
情
の
持
っ
て
行
き
場
が
見
つ
か
ら

ず
に
、
い
つ
ま
で
も
イ
ラ
イ
ラ
と
し
て
、
家
族
の
雰

囲
気
ま
で
険
悪
に
な
り
そ
う
な
気
配
。 

と
り
あ
え
ず
、
暖
か
い
ミ
ル
ク
を
飲
ま
し
て
気

持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
か
ら
私
は
「
さ
あ
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
を
試
し
て
み
る
チ
ャ
ン
ス
が
き
た
。
」
と
内
心

で
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
の
後
、
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
時
を
見
計
ら
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。
自
然
に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
図
れ
て
、
私
の

手
も
つ
る
つ
る
に
な
っ
て
一
石
二
鳥
で
し
た
。
次
の

日
、
「あ
あ
よ
く
寝
た
。
」
と
元
気
な
声
で
起
き
た

長
男
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

〈吉
野
か
お
る
〉 

日
焼
け
に
よ
る
、
左
手
中
指
の

つ
け
根
あ
た
り
が
う
す
黒
く
シ
ミ

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
夜
、
オ
イ
ル

（サ
ン
ダ
ル
ウ
ッ
ド
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・
フ

ラ
ン
キ
ン
セ
ン
ス
の
精
油
を
ス
イ
ー

ト
ア
ー
モ
ン
ド
、
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
、
ホ

ホ
バ
な
ど
の
オ
イ
ル
に
ブ
レ
ン
ド
し

た
も
の
）を
た
っ
ぷ
り
シ
ミ
の
部
分

に
つ
け
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
朝
も
椿
オ

イ
ル
で
同
じ
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

た
と
こ
ろ
（５
月
～
９
月
頃
）
９
月

に
は
す
っ
か
り
手
の
シ
ミ
は
消
え
て

い
ま
し
た
。
顔
の
シ
ミ
も
薄
く
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

〈
山
室
昌
美
〉 

 


